M 


ご 注意 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 、 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
中 修正 し た も の で す 。 操作 方 法 が 分 か ら な く な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと 
、 製 品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 場 
昌和 事 を 念頭 に 編集 し て お り 、 正 し く お 使 い 頂 く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ 
て いる 説明 書 を お 読 み 下 さい 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 
一 切 お 受け 致し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 尚 DJ-520 は DJ-593 と 
同様 の 操作 で 使用 で きま す 。 違 い は 対応 する デジ タル ボー ド の 種類 な ど で す 。 ご 不明 な 


点 は 弊社 まで お 尋ね 下さ い _ 、 
尚 、 正 式 な 説明 書 は 無線 機 販売 店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 し く は 下記 の 弊社 ウエ ブサ イ 


ト を ご 参照 くだ さい 。 


http://Www.alinco.Co.」D/denshi/14.html 


LIMCO 


DUAL BAND FM TRANSCEIVER 


DJ-S20 


取扱 説明 書 


アル イン コ デ ュ アル バン ド FM ト ランシー バー を お 鋼 
い 上 げ い た だ きま し て 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 


記 y アイ ー リ _] 株 式 会 社 電子 事業 部 本 機 の 性 能 を 充分 に 発揮 させ る た め に 、 ま ず 、 こ の 


取扱 説明 書 を 最後 まで お 読み いた だ く よ う お い い 


東京 営業 所 〒103-0027 東京 都 中央 区 日 本 棋 2 丁 目 3 番 4 号 日 本 橋 プ ラ ザ ビ ル 14 了 吾 03-3278-5888 ー ア サー ビス な ど に つい ミロ 午 ? 
大 阪 営業 所 〒530-0004 大 阪 市 北 区 堂島 浜 1 丁目 2 番 6 号 新 ダ イ ビ ル 9 階 宮 06-4797-2135 た ます の で 、 この は みず 倒し て お い 
福岡 営業 所 〒812-0015 福岡 市 博多 区 博多 駅 南 1 丁 目 3 番 5 号 第 3 博多 民 成 ビル 7 階 宮 092-473-8034 て この 取 て 
て くだ さ 
2 | 友 機 は 日 本 国内 豊 用 モデ ル で す の で 海外 で は 使 謝 で ぎません 。 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ アル 皿 0120-464-007 この 無線 機 を 使用 する に は 、 の 7 マチ ュ ア 無線 局 の 免許 が 


1 
り 
全国 どこ か ら で も 無料 で 、 サ ービス 肝 ロ に つなが り ま す 。 受付 時 間 ノ 10:0017:00 月 曜 一 金 曜 ( 祝 奈 日 は 際 き ます ) 必要 で す 。 ま た 、 ア マチ ュ ア 無線 以外 の 通信 に は 使用 で きま せん 。 
』 


ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ーー ニーー ニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーー ニ ーー ニー ニー ニー ーーーーーー ニ ーー アプ ググ ププ 秩 の 


6 アア し イコ コ 株 式 伝 社 


安全 上 の ご 注意 


この 説明 書 で は 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 危害 時 産 へ の 損害 を 未然 に 編 ぎ 、 製 中 安全 に 正しく お 使い いた だ く た め に 、 守 っ て いた だ さ た い 9 分解 ・ 改 造 ・ 修 理 し な いこ と 。 @ 尾 外 や 沿 室 な ど 、 水 の か か る 場所 に 置か な いこ とこ 、 
青 項 を 示し て いま す 。 本 文中 の マー ク の 芯 味 は 次 の よう に な っ て いま す 。 内容 を よく 理 丁 し て か ら 去 文 を お 謗 み くだ さ し (。 SN 水 な どか け な い こと 。 

潮 内 部 に ぬれ る こと は さけ で くだ さい > 火災 5 二 ・( が の P d 旬 周 り 選 コッ プ ブ や 花 び ん な ど 、 液体 の 入っ た 容器 を 交 
[ 表 : ぶ の 脱 明 [ 図 記号 の 説明 分 解禁 止 ニ -... 0NE 2 こ : 
oe meet 人 罰 に な り ま す 。 (改造 は 電波 法 追肥 に より ます 。) ー 水 昌 で の RSS 


誤っ た 到 扱 い を する と 和信 か 死す る 、 または 宮 
導 7 作 を 負う 危 潜 が し 迫っ て 生じ る こと か が 現 選 
れる こと "を 示し ます 。 二 和 6 
人 誤っ た 到 扱 い を する と 入 が 死 上 する 、 ま た は 重 
編 作 を 負う 可能 作 の ある こと "を 示し ます 。 
語っ た 到 扱 い を する と 人 が 損 寺 (※ 1) を 負 つ 可能 性 、 
また は 物 的 掲 害 (※2) の み が 発 生 する 五 能 貴 の あ 
る こと "を 示し ます . 
款 1 : 偏 宮 と は 、 治 曜 に 入院 や 長期 の 通 昨 青 ぎ な い . けが ・ や けど ・ 王 電 六 ど を さ し さ ます 。 
きら ・ 物 的 境 寺 と は 、 事 展 ・ 閑 肝 お よび 束 苦 ・ ベ ペット に か ゃ の 避 直 大 搬 寺 を さす 。 


去 書 品 の 故障 、 訓 作動 、 不 輸 合 、 あるいは 党 串 等 の 外部 悼 因 に て 通信 な 
当社 は 一 切 そ の 責任 を 負い か ね ます の で 、 あら か じ め ご 了 了 若く だ さい >。 


無線 機 の 取扱 い に つ いて 


八 危 険 


氏 適 子 [( 十 )( 一 )] を ショ ー ト させ な いこ と 。 
端子 を 人 金 な どの 人 金属 類 で 反 失 し はい で くだ さい 、。 表記 、 金 


90 レス な どこ いっ し ょ に 持ち 回 ん だ り 、 保 雪 し な い 
液 も れ ・ 発 融 ・ 破 筆 し . 火災 ・ け が の 原因 と な り ま す 。 


更 放 蒸 板 が 誤 く な る こと が ある の で 注意 する こと 。 


や けど の 大 因 と な る こと が あじ 寺 


液 が こぼれ て . 内 に 入る と . 火災 ・ 感 電 の 原因 と な じ ま ぼ 。 
・ 氷 が な か っ た 場合 . 電源 プラ グ を コン マン ト か が ら 抜 いて く 


-] 5 款 財 ( し で は いけ な いこ と ) 算 志 し ます 。 5 識 な ど で 使用 を 禁止 され た 場所 で は 、 
具体 所 な 禁止 内 容 は 、 図 記号 の 中 や 近く に 欠 や kk 0 723 


0 電源 を 入れ な いこ と 。 
文章 で 指示 し ます 。 3 
2EHDE RT きこ と FC" 析 1Tojr 皇 止 府 子 機器 に 影響 を 及ば 家 場 今 が めじ ま す 。 
具体 配 な 郷 内 容 は 、 図 話 号 の 中 や 近く に 役 や ー 
文 還 で 指示 し ます 。 。。 66 ぞ 47 パフ | @ カ カギ な どの 金属 類 と 一 緒 に 持ち 運ん だ り 、 保 窒 し な 
融 涼 プラ グ を 必ず コン セン ト か ら 抜 いて いた だ いこ と 。 
く 「 強 制 ] 内 容 で す 。 ト バッ テリ ロー 端 子 の ショ ー ト に より バッ テリ ー や 金属 が 発 
具 全 的 な 弾 制 内 容 は 、 図 語 号 の 中 や 近く に 絵 や し 、 火 染 ・ や けど の 必 基 と な り ま す 。 
文 草 で 指示 し ます 。 


だ さい 。 

・ 寺 た 、 温 気 の 多 い 場 所 で は 使用 し な いで くだ で さい)。 
温度 の 高い 所 や 、 冷 た い 所 か ら 鋼 に 混 か が い 所 へ 移動 し ます 
と 、 刷 品 に 召 が つく 場合 が あり ます 。 露 が つく ど 製 中 の 愛 
作 に 悪 影 峰 を 与え 、 導 了 偽 の 頃 因 に こ な り ます の で 、 ご く ぐ 癌 居 
させ 、 落 を ぶ べく 取り 欠 い て か ら ご 使 尽く だ だ さい 。 


① @ 引 以 性 ガス の 発生 場所 で は 、 電 源 を 入れ な いこ と 。 


人 禁 、 上 発火 の 源 因 と な り ま す 。 


吐 涯 コー ド を 折り 曲げ た り 、 ね じ っ た り 、 者 つけ た 
り 、 熱 器具 に 近づけ た り 、 加 各 し な いこ と 。 
球 上 人 傷 ん だ 電源 コー ド は 使用 し な いこ と 。 
記 源 コー ド を 無理 に | 寺 抜 いた り 、 折 曲 じ た りら し な いで くだ 
OX 。 さい 。 また 、 殺 ぎ 足し する と . 聞 定 し な く な っ た り . ショ ー 
0 ト の お それ が あり ます の で し な いで くだ さい >。 
ほる ン 火災 ・ 感 記 の 原因 と な り ま す 。 


どの 機会 を 失っ た た め に 生じ た 損害 等 の 純粋 経済 宙 如 に つき まし て は . 人 


回 


@ 採 作 す る と き は 周囲 の 安全 を 確認 する こと 。 
安全 を 大 認 せ ず に 培 作 する と . 転記 ・ 交 六 呈 故 の 涼 困 と な りら 
ます 。 


宙 


@ 還 源 プ ラグ 、 シ ガー ライ ター ブラ グ は 、 指 定 の 電源 


代 も し 、 内 部 か ら も れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付い た と こき: に 接続 する こと 。 


は 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗い 流す こと 。 ' 多 ぬ れ た 手 で チャ ー ジ ャ ー や 電源 コー ド 、 コ ン セ ント 2 箇 | 者 定 以 外 の 中 源 に 接続 する と 、 発 熟し 、 火 災 の 原因 どなり 末 
その まま に し て お く と 、 記 慮 が か ぷれ る 原因 に な いま す 。  」 に 扱 れ な いこ と 。 す 。 ま た 、 感 軍 、 や けど の 貞 因 と な る こと が あり ます 。 


維 滑 國 内 部 か ら も れ た 液 が 目 に 入っ た と き は 、 す ぐに きれ 」 DC( 上 直流 ) 安 定 化 喜 源 を 使用 する 場合 、 ぬ れ た た 手 で AC( 交 江 ) 
いな 水 で 洗い 、 医 師 の 治 了 を 受け る こと 。 | 電源 の プラ グ を 抜き 鞍 し し ます と 、 感 忠 の お それ が あじ ます 
その まま に し て お く と 、 目 に 陣 宮 が 起き る こと が あり ます 。 0 0 の 95 


修 告 


| も し 、 煙 が 出 て る 、 変 な に お い が す る な どの 異常 が 


発生 し た と き は 、 す ぐに 電源 か ら プ ラグ を 抜く こと 。 
急 万 が 一 水 な どの 液体 が 入っ た 場合 は 下 ち に 電源 か ら プ 
悪 昼 ブ ョ ミダ を フグ を 抜く こと 。 
ag て の 未 寺 舗 用 する と . 巡 淡 の 医 と な ます 。 


だ さい > 


軍 や が に 凌 . 和 店 また は 最 森 わ の 当社 サー ビス 夜 へ ご 還 結 く 「 


@ お 手入れ する と き は 、 電 源 か ら プ ラグ を 抜く こと 。 
| 抜か に お 呈 入れ する と 、 感 時 の 下 因 と な る こと が お りす 。 
コン セット 。 。 お た 、 電 源 プ ラグ に 対 いた ほこ り は 拭き 到 っ て くだ さい 。 そ 
か ら 抜け の まま 放置 する と 火災 の 原因 と な り ま す 。 


天正 動車 用 の オプ ショ ン 品 は 運転 の 妨げ に な ら な いよ 
うに B 線 し 、 確 実に 取り 付け る こと 。 
ケー ブル 類 が 定 や 運転 埋 置 に が か ら むと. 事故 の 原因 と な り ま 
す 、 また . 確実 に 取り 守 け られ て いな いと 、 急 ブリ ソー〒 な ど 
に よる 理 故 の 叶 因 と な り ま す 。 


代目 勤 車 な ど を 運転 中 は 使 必 し な いこ と 。 
交通 事故 の 刺 因 と な り ま す 。 
層 転 首 が 使用 する と 寺 は 車 在 雪 全 な な 坦 所 に と め て か ら ど ご 便 鹿 


くだ さい 。 


王 充 電 端 子 を 絶 洒 に ショ ー ト させ な いこ と 。 


機器 の 故 際 や けが の 原因 と な じ ま す 。 


但 送 信 中 は 、 ア ン テ ナ お よび アン テ ナ 端 子 に は 手 を 涯 


れ な いこ と 。 
感 吐 や プ が の 原因 に な る こと が あり ます 。 


形 ヒ ュー ズ が 切れ た 時 は 、 指 定 の ヒュ ー ズ と 交換 する 
EE 
発 涼 ・ 発 火 の 原 因 と こと なり ます 。 

天 ビュ ー ズ 交換 は 、 取 扱 説明 書 を よく 確認 する こと 。 


婦 指 定 の 専用 バッ テリ ー を 使用 する こと 

竜夫 宮 する 時 は 、 指 定 の チャ ー ジ ャ ー を 使用 する こと 。 
それ 以 欠 を 湿 用 する と 、 液 も れ ・ 発 束 大 付 し 、 淡 災 ・ け が 
の 結 医 と な り 款 す 、 


急 幼 児 の 手 の 届く 場所 に は 置か な いこ と <。 
けが な ご 事 改 の 忘 央 と な り ま す 。 


参 気 カー ド な ど を 近づけ な いこ と 。 
| 〇 ① 製 品 に 内 羽 さ れ て いる 磁石 や 弱 如 を 名 ぴた 部 吊 で プロ ッ ピ ー 
ディ スク や キャ ッシュ カー ド な どの 内 容 が 消 云 され る 場合 が 


あけ ます 。 


@ ハ ンド スト ラッ プ な ど を 持っ て 振り まわ ざさ な いこ と 
〇 ① けが な ど 事 故 や 下 障 ・ 硫 損 の 県 因 と な り ま す 。 

ツ 。 @ ヒ モ が 傷つく な ど 、 信 ん だ ハン ドス トラ ッ プ は 使用 
し な いこ と 。 


代 混 度 や ほこ り の 多い と ころ 、 ま た 高温 と な る と ころ に 
保管 し な いこ と 。 
急 赴 族 日 光 の 強い と ころ や 商 天 下 の 車 の 中 な ど に 長 時 間 


禁 放置 し な いこ と 。 
発 剖 発火 改造 の 原 医 と 半 じ 雲 す 。 


電子 機器 に 影 因 を 与え る 場合 は 使用 し な いこ と 。 
自動 車内 で 使用 し た 場合 、 理 種 に より 計れ に 専 両 定子 機器 に 
味 響 を 与え る も の が あり ます , その こう な 場合 は 定 用 し な い 
で くだ さい 。 

チュ ー ナ ー、 テ レビ な ご 、 他 の 機器 に 影 召 を 己 え る よう な ど 
き は 、 宅 兄 を 高 し て 設置 し て くだ さい ぃ 


参 活 ら ご な いこ と 。 
水 な どの 溢 養 が 入る と 和美 就 ・ 感 起 - 夏 虹 な どの 尿 医 と な ら 
使 委 坦 所 、 取 肖 い に ご 注意 くだ ご い 。 


急 普 通 ひ の ゴミ と 一緒 に 捨て な いこ と 。 
発火 ・ 環 弄 破 寺 の 原因 と な り ま す 。 
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第 B 章 デジ タル 通信 機能 


肖 
田 デ ジタル ユニ ッ ト (EJ-47U) の 取り 付け 方 


8.1 

第 章 保守 ・ 参 考 
8.1 故障 こ お 考え に な る 前 に 
8.g 


第 10 章 定格 


リセ ッ ト くせ 
SG.3 オプ ショ ン 一 覧 
G4 申請 雲 の 書 き 方 …ーー ド ドー ドー ドー レー 
咽 法 術 港 通 合 証 咲 で 申請 する 場合 
再 保 澤 記 定 を 受け て 申請 する 場合 
.5 送 潮 浅 系 統 図 


ER 


ンー 


人 


ご 使用 の 前 に 必ず お 読み くだ さい 


電波 の 発信 前 に 気 を 付け て いた だ く こ と 


ご 使用 上 の 注意 
・ ケー ス を 外し て 大 部 に 手 を 坪 れ な いで くだ さい 。 
導 隅 の 原因 に な り 実 す 。 


・ 青 射 日 光 の 半 に る 場所 、 ほ こり の 多い 所 、 暖 房 弱 呈 の 近く な 


ど と で の ご 更 用 、 お よび 深雪 は し な いで くだ さい 。 


・ テ レビ . チ ュー ナー な ど 他 の 機器 に 影響 を 与え る 場合 に は 牙 


躍 を 離し て ご 使用 くだ さい )。 


作 ム バン ド の 近く で に 、 多く の 美 務 眉 無 近 選 が 運 尾 べ れ て いま す 。 
これ ら の 無線 守 近 く で の 電波 発信 に は お 気 を 付け くだ さい \。 
アマ テ チュア 無 線 局 が 電波 法 舎 を 避 守 し て いて も 思わ ぬ 吉 波 了 詩 
が 起 ぎ きる こと が あり ます 。 

移動 運用 の 際 に は 十分 な ご 配 恵 を お 上 い し た し ます 。 


呈 機能 と 特長 


・ 了 キャン ネル ネー ム 機 能 

・ トー ンコ ー ル 機能 (1750.2100.1000.1450H2) 
- TOT( ダ イム アウ ト ダ イマ ー) 差 衣 

・ 次 中 間 報 音 機 能 

・ 下 除け 音 機能 

- 39 種類 の CTCSG トー ンス ケル テ 楼 能 

・ 104 種類 の DCS( デ ジタル コー ドス ケル チ ) 擁 琵 

・ ク ロー ン 機 凡 


f. 放 標準 付属 品 
・ ニ ッ ケ ル 水 束 バ ッ テ リ ー パ ッ ク EBP-5ON(9.6V 7O0mAh) 
・AC100V 剛 易 充 辻 器 ( ウ ワウ ォ ー ル チャ セー ジャ ー)(EDC-9 ら ) 

・ 乾 填 地 ケー ス 

*\U 方 少 ア ン デ ナ 

・ ベ ルト クリ ッ プ ら 個 

-・ ハ ンド スト ラッ プ 


- 仁 思 の アン テテ は 完全 に 取 品 付け て お 使い くだ ご さい 。 改 注 意 主 に 次 の よう な 場所 で の 運用 に 原則 と し て 使用 を 革 じ ・ テ ジタル 志 信 機能 (オブ プ ション) ・ 取 疲 説 明 書 


・ バ ルイ バ ワ ー で 長 時 意 送 信 し 続け ま すこ 、 機 訟 が 過 各 し ます 。 


っ れ て いす 。 


航空 緩 内 、 空 港 敷地 内 、 新 納 線 車 民 内 、 攻 務 江 無 線 忌 
違 域 、 お よび 、 そ れ ら の 中 継 局 周辺 な ど 。 
補 用 が 必要 な 場合 は 難 管 埋 洗 の 承 層 を 得 て く だ さい 。 


お 友 り 扱い に は 十分 に 注意 し て くだ さい )。 

・ 万 が 一 、 宗 が 出 た り 、 異 異 が する 場合 は 、 需 源 ス イッ チ を す 
みや が に 光っ つて くだ さい 。 

祥 全 存 曜 ぺ め た 上 で 販売 操 、 ま た は 最寄り の 当社 サー ビス 腕 


口 へ ご 連 和 洛 く だ さい 、 


第 ら 草 付属 品 
2.1 付属 品 の 取り 付け 方 


還 ア ン テ ナ の 取り 付け ・ 取 り 外 し 方 
・ 取り 付け 方 


外部 電源 使用 時 の 注意 

・ 本 機 に 把 続 する 外部 寸 源 は 、 必 ず 出 方 電圧 が 6.0 ソ 18.0V 
び の 範 囲 内 に ある 記 流 零 演 を 室 用 し て くだ さい 。 

・ 本 失 に 外部 富 源 を 接続 する 短 合 に は 、 必 ず オ プシ ミン の 基地 
局 用 DC ケー プル (EDC-32) を 補 麻 し 、 本 体側 面 に ある つ C 電 
源 ジ ャ ッ ク 端 子 に 直接 姜 続 し て くだ さい . 

・ 刺 の シガー ソケット か が か ら 草 源 を 取る 場合 に は 、 充電 用 シガー 
ライ ター ケー ブル (EDC-43) 示 た は アタ ティ プ ブフ ィ ル ター 付 
寺 ジ デー ライ ター ケー プル (EDC-3B) を 使用 し て くだ い 。 
な お 、 連 且 時 に は ノイ ズ の 混入 防 に の 面 か ら ア クティ ブフ ィ 
ルター 付き シガー ライ タダ ター ケー ブル (EDC-36) 使 用 し て く 
だ さい し 、。 

・ 外 部 起 漂 ケー ブル の 抜 さ 差し は 、 必 ず 本 信 の 電 演 を OFF に し 
て か らら どこ な っ で て で くださ し)。 


厨 ハン ドス トラ ッ プ の 取り 付け 方 


ベル トク リッ プ に 図 の こう に 取 
付け 志す 。 


1. デ ゲン テ ナ の 根元 を 持 ら ます. 


ど . 眉 男 の 潮 と 座 体 の アン テ ナ 
コネ クタ ー の 凸凹 部 を 含 わ 
せ て 差し 込み ます 。 

3. アン テ ナ を 時 計 方 向 ( 石 ) に 九 
っ くり と 可 し ます 。 

4. 自転 が 上 まり まし た ら 卒 実 
に 取り 付 じ ビ た こと を 確 誌 し 
ます 。 


・ 取 り 外 し 方 


田 べ ベル トク リッ プ の 取り 付け ・ 取 り 外 し 方 / 人 注意 ・ 不 接 は 出荷 時 に は 充 時 ご べ れ て お り ま す ょ 。。 
お 買い 上 げ 後 に 充電 し て か ら ご 使用 くだ 式 い :。 

・ 記 バッ テリ ー を 商 史 充 回 器 EDC-92 で 充 寺 する と き 
は 量 大 12 時間 が 必要 で す 。 

・ 秀 唱 は 0 むー40 世 の 温度 範囲 内 で お こ な っ て くだ 
さい 。 

・ バッ テリ ー パ ッ ク の 改造 、 分 解 、 火 中 、 水 中 へ の 授 
入 は 人 危険 で すか らし な いで くだ さい 、。 

・ バッ テリ ー パ ッ ク の 端子 は 絶対 に ショ ー ト させ な い 
で くだ さい 。 
機器 が 手 し た り 、 バ パッ テリ ー の 発 誤 に よる 淡 優 の 
身 れ が あり ます 。 

- 必要 以上 の 長 時 間 の 充電 ( 山 充 吉 ) は バッ テリ ー の 性 
肖 を 低下 ご せま す の で 避け ば て くだ さい 、 

・ バ ッ テ リ ー バ ッ ク の 栄 存 は 、 一 680 むー+45 で の 
範 圧 で 湿度 が 低く 乾 癌 し た 場所 を 選ん で くだ さい 。 
それ 以外 の 温度 や 極 稀 に 湿度 の 高い 所 で は 、 パ バッ テ 
リー の 混 液 や 、 例 宇部 分 の サビ の 了 原 実に な りら ます の 
で 避け て くだ さい 。 

・ 通常 の 使用 で 約 500 区 の 充電 が 可能 で す が 、 所 定 
の 時 間 忘 圭 し て も 使 月 持 間 が 者 し く 短い 場合 は 衝 人 
が つき た も の と 思わ れ ま す 。 新 し いも の に お 取 普 え 
くだ さい 。 

- 選 便 肖 済 み の バ ッ テ リ ー パ ッ ク は 、 杜 境 保護 の た め 
縮 え な い ゴ ミ と ー 緒 に 捨て な いで くだ さい 。 
当社 リサ ービス に 相談 する か 、 ま た に 電池 回 展 協 力点 
へ ご 答 参 くだ さい 。 

・ 応 バッ テリ ー は DJ-520J に 付着 し 、DC 電 源 ジ ャ 
ッ ク に 13.8VDC を 近 続 する と 充 吉 する こと が で き 
ます 。 


・ 取り付け 方 
付属 の ベル トク リッ プ を 本 
体 の 萌 直 部 に 救 り 信 け ます 。 
ベル トク リッ プ の ツメ を 
「 カ チッ ! と 昔 だ する まで 押 
し 込み ます 。 


・ 取り外し 方 

ベル トク リッ プ の ツメ を 提 し 
上 げ て 、 ゆ っ くり と 引 寺 抜き 
ます 。 


諾 バッ テリ ー バ パック の 取り 付け ・ 取り 外し 方 


・ 取り付け 方 
バッ テリ ー パ ッ ク の ツメ を 卒 
体 の 濡 に 合 わせ 、 押 さえ る よ 
うに 矢印 の 方 向 に 「 カ チッ 」 
と 音 が する で 担 し 込み 示す 。 


・ 取り 外し 方 

バッ テリ ー バ パック の ツメ を 音 
し 上 げ て 、 矢 EIJI の 方 向 に ゆっ 
くり と 結 抜 寺 ま す 。 


バッ テリ ー パ ッ ク を 等 ちち 運ぶ こ 
き に は に. 敵 子 を ショ ー ト ざ せ な 
いよ うに 注意 し て くだ さい > 

大 電流 が 流 れ て 次 場 や 火 枝 を 起 
こす 危険 が あり ます 。 


リリ 、 Enr テ 
莉 KR 
カバ ン な ご に 可愛 入れ た 2 | 穫 遂 本 物 が 委 
し な いで くだ ざい)。 


写 
2 


直近 定 湯 ご な せい 物 な ご を 
敷い いて が ら 、 皿 いい て くだ こし も 


で く だ さい 


注意 バッ テリ ー バ ッ ク を 持ち 運び する と き に は 必ず 付 履 の 
袋 に 入れ て くだ さい 。 


一 邊 易 量 器 ( ウ ォ ー ル チャ ー ジ ャ ー)(EDC-95) 

oi 本 体 に バッ テリ ー バ パック 

直 プ ニ グ 1 . に パ バッテリー パッ ク を 
RA 半 党 し ます 。 


ら . 本 体 の DC 電源 ジャ ッ ツ に 科 
易 充 電器 の AC アダ プター プ 
ラグ を 接 沈 し ます 。 


3. 電源 プラ グ を 家 必 用 考 涯 の 
AC100V の コン セン ト へ 接 
続 し ます 。 

注意 ・ 軸 易 充 鶴 甘 (EDC-92) を 充 志 使用 時 に は 必ず トラ ン 

シー バー の 吉 源 を "OFF_ に し て お いて くだ さい 。 
・ 箇 才 充 仁 基 (EDC-92) を 使用 し な いと き に は 、 夫 涯 
ニン セン ト か が ら 外 し て お いて くだ ざい 

・ 他社 品 呈 の 充 才 等 に は .、 絶対 に 使 馬 し な いで くだ さい 1。 
・ 充電 時 本 は バッ テリ ー パ ッ ク の 消費 状態 お よび 如 両 
呈 に よっ て 異 な り ま す 。, 

各 バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 取扱 説明 寺 を 参照 し て くだ さい 。 
・ 本 機 の 充 吉 端子 を 金 洗 片 等 で 短絡 させ た りす る と 本 
機 に ダメ ー ジ を 与え る 場合 が あり ます 。 
・AC1OOV が 著しく 低下 する と 充 替 で き な い こと が 
あり ます 。 

・ 整 二 池 ケー ス へ は 充電 で きま せん)。 


バ バッテリー 充電 時 期 の 戸 安 


AC ア ダブ ター プラ グ 


残 因 示 
表示 聞 城 還 
[ 画 還 | 電池 の 残 呈 は 充分 に 
あり ます 。 
M | 品 人 池 の 銭 時 は 少な く 
な びました 。 
欧 軍 し て くだ ご ざい 。 
- 電池 の 残 還 表示 は 周 還 温 度 や 地 の 使用 頻 宮 に より 多少 豊 な 
る こと が あり すず 。 EN 
- 充填 が 必要 な 持 期 に な っ て LOW 出力 送信 や 受信 の み で お 
れ に 、 さ ら に 使用 が 可能 で す 。 
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第 3 章 各部 の 名 称 と 操作 


3.1 本 体 の 名 称 と 動作 


2R 
0 織 人 能 8 2 
生還 の へ りお 2 の を し っ か り と 
差し 込み ます 。 も し も 別売 の アン テ ナ 
を 使用 する 場合 は SWH(Standing 
Wave FRHatio) の 低い アン テ ナ を お 選 
くだ さい 。 
PTT キ ー を 押す と 送信 し ます 、 PTT キ 
ー を 齋 す と 受信 に 切り 替わり ます 。 
MIONI キ ー を 揚 す と スケ ルナ が 開き 愛 』 
信 斉 が 脱 こ えま す . TSQ/ZDCS が 設定 
さざれ れ て いて も スケ ル チ は 調 き ます 。 
⑱ | MONI キ ー FUNOC 点 灯 中 に MDNI キ エー を 押す と ラ 
プ 昭 明 が 約 5 秒間 点灯 し ます . PTT 
キー 担 し な が ら MONI キ ー 科 押 す と ト 
ー ン コー ル 信 ご を 送信 し ます 。 
外部 電源 竣 続 端子 で す 
当社 オプ ショ ン の ファ ルター 一 付き シガー 
ライ ター ケー プル (EDC-36) を 接続 し 
軍 中 で 宣 用 で きま す 。 ジャ ッ ク 政 性 は ピ 
ン 中 央 が 十 極 、 外 側が 一 痩 で す , な お 外 
部 電源 を 使 必 する 場合 は DC6.0 一 
DC16.CV 2A 以 上 の 安定 化 電 演 を 使 
圧し て くだ さい )。 


国 則 古 部 


この BE 抽 5 前 の ディ スフレ イ の 表示 」 
を 照 くだ さい 。 (Hi15 ペ ー ジ ) 
旬 源 スイ ッ チ を 約 ] 秒 間 押 す ど と 澤 源 の 
JN/CFF が で きま す 。 
| スケ ル チ が 末 く と 緑 名 に 点灯 し ます 
送 依 中 は 赤色 に 点灯 し ます 。 
マイ ク か が か ら は 約 5cm 施 れ て 話し て くだ 


さん し い 4q 


FUNC キ ー と 他 に キー を 粗 合 わせ る 事 
で 奈々 な 機 を 使用 で きま す 。 FUNC 
キー を 約 ら 秒間 押す と セッ トモ ー ド に 入 
各種 設定 か が で きま す 。 
キー 操作 を 参 く だ さい 

(上 コ 14 ペ ー ジ 

9. ら ゅ モノ ラル プラ グ を 一 用 し て 外部 ス 
ビ ピー カ (80) を 接続 し ます 。 

2.5 の ステ レオ プラ グ を 使用 し て 外部 マ 
イク (KJ) 和 を 遂 続 し 志す 。 
ダイ ヤル を 坪 し て 送信 / 受 潮 居 波 和 、 メ 
モリ ー チ ャ ン ネ ル 、 オ フ セ ッ ト 周 波 致 、 ト 
ー ン 周波 至 、DCS コ ー ド 、 セ ッ ト モ ー ド 
内 容 、 メ モリ ー 名 入力 文字 を 選択 し ます 。 


] 一 前 面部 、 上 誠 部 


IE 


ロー 


⑱⑬) | DC 電 洲 ジャック 
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EE も ES 
( 、 キ で の 長 押し (3 秒 以上 ). 
チャ ン ネ ルネ ー ム の 設定 


デジ タル 通信 機能 の 設定 | スキ ャ ン の 開始 と 運 止 


ステ ケル チレ ベル の 府 到 


送信 HLLOW の 攻 り 替え 


0、X モ リー、 コ ー) モー ド の 切り 折 和 | メモ リー チャ ン ネ ル の 書き 込み 


.3. ディ スプ レイ の 表示 - 


) ら 


テ 


Pa 
で 


SG 


電流 ft 党 貞 ら 己 ( 詳 | GO 


ン 


1 吉 
⑧⑨  ⑩ Q⑪⑱⑲⑳ 


⑱ 
⑱⑫ 還 時 明 周波 数 や スキ ャ ン 動 年 を 表示 し ます 。 
⑬ 


NN 全 | スケ ル チ が 明 く と 点灯 し ます 。 


語 出 力 レ ベル 和 を 表示 し ます 。 


に 
くう キー を 押す と 点 紅 し よ す 。 
オフ セッ ト 周 半数 方 向 (- ノ +) を 表示 し ます 。 | 


回 回 回 E 
( mirl 


送信 民 寺 が LOW の と き に 京 林 し ます 、 


〆^ ヘ て 
9) 


NFM 表 定 時 に 点灯 し ます 。 


| 
⑱! WOL | 言 時 調整 し て いる と き に 点灯 し ます 。 
| SQL | スケ ル チ を 調 加 し て いる と さき に 京 灯 し ます 。 


る | | タン ampoNocecacu*s」 


題 周 本 本 に | 人 . 有 信 避 波数 や 各 設定 内 容 な ど を 表示 し ます 。 


elslelelels 
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第 4 草 基本 操作 


年 - 電 源 を 大 れる 


FCASER 
《C う キー を 約 1 秒 提 す と 哉 
滅ぶ 入り ます 。 
寺 芝 を 切る と きも 同じ 井 作 を し 
1 OO.G Me の の の ま 如 ら 


naDJ-520 


4 スケ ル チ を 調整 する 


スケ ル チ と は 一 定 レ ベル ツ 上 の 信号 を 受信 し た と き に スピ ー カ 
ー が か がら 「 ザ ーッ 」 と いう 音 を な くす 機能 で す 。 

「 ス ケル チ が 開く 」 と は 、 信号 を 受信 し て 受信 斉 を 出す こと が で 
きる 大半 を 示し ます 。 


- スケ ル テ レ ベル は 00 一 ら 0 まで の 21 自 で す 。 
・ 紀 期 状 態 は OO( 最 路 ) で す 。 


1. で ふう キー を 押す と 、 デ ィ ス ブレ イ に SQL が 点灯 し 、 ス 


llc11 


ケル チレ ベル が 表示 され ます 。 


26. ダイ ヤル を 回 し て スケ ル チ レ ベル を 増加 また は 減少 させ 
ます 


設定 値 を 大 きく する と 、 翌 い 信 号 で は スケ ル テ が 開き に くく な 
り ま す 。 


3.MONI キー 以外 の キー を 壮 し 設定 を 完了 し ます 。 
また 、 ダ イヤ ル の 無 舞 作 状態 が 約 5 秒 続い て も . 目 直 的 に 設定 
を 完了 し 通常 表示 に 雇 り ます 。 


和 43 音 掌 を 調整 する 


・ 童 調節 は CO 一 6 じ まで の ら ] 段階 で す 。 
- 初期 状 惑 は 0C( 最 小 ) で す 。 


1. ぐ で を 雷 す と 、 デ ィ ス プレ イ に VOL が 点灯 し 、 音 坦 レ 
ベル が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 し て 音 旦 レベ ル を 増加 また は 減少 させ ます 。 
設定 信 を 大 きく する と 、 音 量 も 大 きく な り ま す 。 


3.MONI キー 以外 の キー を 押し 設定 を 完了 し ます 。 
また ダイ ヤル の 無 採 作 状 角 が 約 5 沙 続い て も . 自動 約 に 設定 
を 完了 し 通常 表示 に 戻り ます 。 


444 連用 モー ド ' 


運 月 モー ド に は 、「VFO モード 」:MR( メ モリ ー) モ ー ド 」 そし 
て CALL( コ ー ル ) モ ー ド | の 3 種類 が ぶり ます 。 
「VFO モ ー ご 」 は VHF/UHF 各 ] チャ ン ネ ル 、「MR( ペ モリ ー) 
モー ド 」 は iCC チ ャ ン ネ ルル (VHF/UHF 混 合 )、「CALL( コ ー ル ) 
モー ド ! は VHE/UHF 各 1 チャ ン ネ ル あ り ま す 。 


画 連 用 モー ド の 切り 替え 
0 
ぐつ キー で 「VF ロ モー ド 」、「MR(X モ リー) モー ド 」、 
iCALL( コ ー ル ) モ ー ド ] を 切り 替え 款 す 。 
「MR( メ リー モー ド . 時 は ディ スプ レイ に 』MI の 文字 が 表示 
され .「CALL( コ ー ル ) モ ー ド 」 時 は し の 文字 が 家 示 され ます 。 


i:VFO モー ド 」 時 は 何 も 表 示さ れ ま せん 。。 


E 
呈 
4 
人 


王 VEUD モ ー ド ーー リージ 


工場 四 褒 時 か がら 最初 に 電流 を 入れ た と き に 表示 さむ る モー ド で す 。 


局 波 迷 や 名 種 機能 の 設定 を 交 更 する こと び が でき ます 。 


se バン ド (VHF/UHF) の 切り 替え 


) キー を 担 す と 次 の 標 に バン ド 帯 が 世 り 共 の りり ます 。 
別 : 145.00 一 433.C0ー 145.00 一 … 


1 MHz UP〆DOWN 


キー を 沸 し VFO モ ー ド に し ます 。 ぐ 。 ) キー を 押し 、 
加 守 洒 中 に ダイ ヤル を 回 す と 、 回 す 方 向 に 応じ て 洒 波 数 が 
1ML> ず つ 協 加 ま た は 減少 し ます 。 


・ テ ャ ン ネ ルス テッ プ で の UP/DOWN 
ダイ ヤル を 時 計 万 向 に 回 す と . 1 クリ ッ ク で 1 デ ャ ン ネ ルス テ 
ッ プ ざ ぜ つ 周波 数 が 増 錠 し ます 。 
また 、 ダ ン ヤ ゼル を 反 時 計 方 向 に 回 す と 、 1 クリック で 1 チェ 
ン ネ ルス テッ プ ず ぜ つ 知 流 店 が 減 学 し ぶす 。 


・ チ ャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 別 の 入力 方 法 
チャ ン ネ ルス テッ プ に よっ て . 1kHz 台 まで 入力 が 必要 な も 
の と 、10KkHzE 品 で 入力 が 確 5 定 す る も の が あり ます 。 


。 e 内 て. 選 大 た 
チャ ン ネ ルト 入力 | 0 ce ON EXE の 
テテ デ イッ 14 
ト に ェ に ae 3 - 


12.5kHz 10kHz 1 OH な を 入力 する と 1 > 決ま り ます 
OHOO0.] 上 125. の 250. に 375. | 押 
SE500. 上 625. の.750. 回 :87.5. 9 基 勃 
1 ら 5.0kHz | 10kHz | 10kHHz ど を \ 力 する と kHz 台 が 決ま り ます 。 
OLOO0.E230、 后 :500.7750 
その 他 は 投 。 

1 kHz 台 で !5| を 入力 する と 、5kdz' こ な り 、 
それ 以 刀 の キー は 「G 1 に な り ま す 。 


| 参考 |」 ナ エン ネル ステ ッ プ の 麗 定 に つい て は 30 ペー ジ を 夢 器 
じ で 京 だ 人 


- 生 6 メモ リー モー ド 


あら な が じ め 登 録 し て お いた 周波 数 を 呼び 出し て 還 用 する モー ド 
で す 。 

10C 舘 (VHF/UHF 混合 ) の チャ ン ネ ル を 持っ て いま す 。 メ モリ 
ー 過 設 は で きま せん 、 

工 坦 出 管 時 リセット 後に は 何 も 書 き 込 款 所 て いま せん 。 


国 メ モリ ー チ テ チャン ネル の 呼び 出し 


MAMI 、 3 
1. と う キ ー を 光 し メモ リー モー ド に し ます 。 
ディ スプ レイ に M が 表示 され 示す 。 


ら . メ モリ ー モ ー ド 中 は ディ スプ レイ に 』MI と メモ リー チャ 
ン ネ ル 番 号 が 表示 され ます 。 
書き 込ま れ て いな いい メモリー チャン ネル は WMI だ が 点滅 し VFO 周 
波 迷 が 表示 ご れ ま す 


3. ダ イヤ ル を 回 し て 呼び 出し た いい メモリー チャンネル 番号 
を 表示 させ ます 。 
時 計 方 向 に 回 す と 1 チャ ン ネ ル ず つ メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 番 号 が 
増加 し 、 肥 時 計 方 向 に 回 すこ と 1 チャ ン ネ ル ず つ メ モリ ー チ ャ ン 
ネル 薔 号 が 減少 し 記す 。 


一 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 書き 込み 


1. で ぐう キー を 押し て メモ リー モー ド に し 、 ダ イヤ ル を 回 
し て 希望 する メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 を 選択 し ます 。 
笑 ぎ 込ま れ て いな いい メモリー チャ ン ネ ル は WM が 点 小 し ます 。 


どら. 書き 込み た い 周 波数 を 選択 し 、 必 要 に 応じ て シフ ト や ト 
ー ン 機能 を 設定 し ます 。 


「 参 考 シフ ト 機 記 や トー ン 失 馬 、 そ の 他 の 設定 に つい て は 6 意 
ーー を 根 し て くだ さい > 


WM ご AL し 


3. で うう キー を 押し 、 同点 灯 中 に 《。② キー を 学 す と 、 完 了 


MV 


ビー プ 音 が 鳴り メモ リー チャ ン ネ ル に 書き 込ま れ ま す 。 


| | 参 性 メモ リー が な 置き 入 ま れれ て いる メモ リー チャ ン 玄 ルル を 選 折 
する と 、 幸 帆 3 ご メモ リー が ] 度 消去 され WMW が 点 減 に 
替わり ます 。 


園 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 潜 去 


1. ぐ う キー を 押し て メモ リー モー ド に し ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 し て 、 消 去 し た いい メモリー チャン ネル 番 夫 
を 選択 し ます 。 
既に 書 寺 込ま むれ て いる メモ リー チャ ン ネ ル で は ディ スプ レイ 
の WMI が 点 洒 し ます 。 


un 華 
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- 上 員 詳 
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3. で うう キー を 押し 、 了 点灯 中 に で ② キー を 押す と ビー 


プ 斉 が 喝 り 、 メ モリ ー さ れ た 周波 数 が 消去 され ます 。 
この と さ 、WMI が 志 滅 に 普 む お り ぶ す 。 


| 参考 手 呈 3 で ディ スプ レイ の 』MI が 点滅 し て いる 状 胡 の と き 
( デ ェ スプ レイ に メモ リー の 内 居 が その 計 氷 吉 示 され て い 
る と き )、《_ う キー を 押し 、 加点 灯 中 に 《@、 ゆ キー を 
押す と 、 消 去 し た メモ リー 内 容 を 首 放 さだ でる こと が で き 

. た だ し 連用 モー ド を 変更 する と 復帰 は 不可 能 と な 

り ま す 。 


ます 


田 メ モリ ー 可 能 な 項目 


メモ リー テ ャ ン ネ ル お よび コー ルチャ ン ネ ル に は . 下記 の 内 容 
を 記 吉 する こと が で きま す 。 


・ 周波 到 

・ オ フ セ ッ ト ゞ 周波 数 

・ シ フト 方 身 ( キ プー) 

・ ト ー ン エン コー ダ 周 波数 

- トー ンジ デコ ー ダ 央 波 到 

・ トーン エン コー ダ プ デニ ー ダ 設定 
・DCS コ ー ド 

・ DCS 設定 

・ 送信 パワ ーH ロ 1 デ LOW 

・ ス キッ プチ ャ ン ネ ルル 設定 

・ チ ャ ン ネ ルネ ー ム 設定 
・NFM ア WFM 設定 

・ バ パ バッテリー ゼー ブ 帝 定 

・ BCLO( ビ ジー チャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト ) 設 定 
・ デ ジタル コー ド 

・ デ ジタル 違 信 設定 


4. プ 7 コー ルモード 2 
コー ルチャ ン ネ ル で 待ち 受け を する と き や 、 呼 び 出 し を する と 
さき に 使 月 し ます 。 

本 団 品 に は VHF. UHF の ら チ ャ ン ネ ル が あり ます 。 

初期 設定 は VHF :145.000MHz、 UHF :433.0COMHz で す . 


1 . で つ キー を を 押し て コー ルモード に 切り 替え ます 。 


ディ ス ブ レ イ に が 表示 され ます 。 


ら 2. コール モー ド で を うみ キー を 押す と VHF、UHF の コー ル 


チャ ン ネ ル が 切り 替わり ます 。 


- コー ルモード で は 居 波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル 番 写 を 
ダイ ヤル で 変更 する こと は で きま せん 。 
・ オ フ セ マセ ッ ト 設 定 、 ト ー ン 、DCS 設定 に 一 時 移 に 容 細 し 
て 運 話 する こと が で きま す 。 
- コー ルモード 時 、 ス キャ ン 機 能 は 使用 で きま せん 。 


還 コ ー ル チャ ン ネ ル の 周波 数 を 変更 する 場合 


コー ルチャ ン ネ ル は メモ リー チャ ン ネ ル の ー つ こと し て 琉 り 当て 
られ て いま す 。 そ の た め 、 コ ー ル 周波 数 お よび その 他 の 設定 を 
変更 する 場合 は に 、VFC モ ー ド が ら メ モリ ー テ ャ ン ネ ル を 呼び 出 
し て 書 ぎ 替え ます 。 


コー ルチャ ネル の 周波 数 は 、 変 更 で きま す が 消 去 す る こ 
と は で ざさ ます さん 。 


4.8 受信 する に は 


1. ぐ ふう キー を 押し て 電源 を 入れ ます 。 
2 音量 を 上 げ る た めぐ を 押し 、 ダ イヤ ル を 回 し て 週 当 


な 音量 に 設定 し ます : 


3.《② キー を 押し 、 ダ イヤ ル を 回 し て ノイ ズ が 消え る 状 
態 に 設定 し ます 。 


4. 希 望 の 周波 数 を 選択 し ます 。 
希望 の 周波 到 で 信号 が 受注 ぐれ る と 、 デ ィ ス プレ イ の が 点 
写し 、 受 信 斉 声 が 聞こ えま す 。 ま た この と き 、 緑色 の RHX ラ ンプ 
が 点灯 し ます 。 


一 モ ニタ ー 拉 能 

受信 信 呈 が 弱かっ た り 、 人 逸 名 むね た り し て 呈 き づら いと こき に スケ 

ル デ テ を 一 時 的 に 般 除 する 機能 で す 。 

・MONI キ ギー を 澤 し て いる 共 だ だ け ス ケル チレ ベル の 設定 状態 に 
関係 な は く ス ケル チ 勤 作 が 除 され 、 ス ピー カー が ら 童 が 間 こ 
えま す 。 

・ トー ンス ケル チ や DCS 携 能 が 設定 され て いて も 、 こ の 機能 
を 使う と スケ ル テ を 解除 する こと だ が で きま す 。 


4. 送信 する に は 
1. 希 望 の 周波 数 を 選択 し ます 。 


ら 2.PTT キー を 押す と 、 赤 色 の TX メラ ンプ が 点灯 し 送信 状態 
と な り ま す 。 


3.PTT キー を 押し な が ら 本 体 前 面部 の 内 蔵 マ イク に 向かっ 
て 普通 の 大 き さ ざさ の 声 で 話し ます 。 


4.PTT キ ー を 離す と 送信 が 終了 し 、 受 信 状 肖 に な り ま す 。 


話 康 FTT「 キ ー を 提 し な が ら MONI キ ー を 押す と 、 ト ー ン 
ー 比 信号 が 送信 され ます 。([ コ 823 ペー 
・ 送 千 周波 数 爺 囲 外 で FT~ キ ー を 押す と . ディ スプ レイ 
に OFF」 が 表示 され ます 。 この 状態 で は 送 計 する こと 
は で きま せん 。 


王 送 信 出 力 の 切り 替え 

返信 出力 を 切り 芋 え る こと が で まき ます. 

FUNCSEE けい は 

- て 》 キー 押し 、 回 点灯 中 に を ② キー を 拝 し ます 。 
送信 パワー が 切り 厨 わり ます 

LOW パワ ー 持 に は ディ スプ レイ に L し ロロ が 志 灯 し ます 。 
HI パワー 時 に は 何 も 表 示さ れ ま せん 。 

初 甚 付 は LOW パ ワー と な っ て い 守 す 。 


・ ロ ヒメ ー タ の 表示 は LCW バ パワー 送信 時 用 ぽ 、 HH パワ ー 送 
信 時 プア 〆 グ プア プチ こす 、 


医務 | 送信 中 は 、 送 信 出 力 H/LOW の 切り 替え は で きま せん 。 
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第 王 草 便利 な 機能 


5.T . スキ ャ ン 機 能 革 0 72P 20Cet に 
当 和 勤 的 に 受信 周 : PTP 信号 の 出 て いる と ころ を 探 
し 出す 機能 で す 。 

スキ ャ ン の 種類 は タイ マー スキ ャ ン と ビジ ー ス キャ ン が あり ます .。 


タイ マー スキ ャ ン 

スキ ャ ン 沼 止 後 、 受信 信号 が あっ て も ら 秘 経 通 する と 次 の チャ 
ン ネ ル に 移り 記す 。 

ビジ ー ス キャ ン 機 能 

スキ ャ ン 沼 止 後 、 愛 信 信 号 が 無く な れ ば 次 の チャ ン ネ ル に 移り 
示す 。 


・ ス キャ ン 中 は デジ マル ポイ ント が 宮 浅 し ぶす. 

・ ス キャ ン 中 、MCNI キ ー を 押す と 、 ス キャ ン が 一 時 運 止 し 、 
スケ テル テ が 開 ま す 。 可 す と スキ ャ ン が だが 圭 問 され ます 。 

・ スキ ャ ン 中 に ダイ ヤル で スキ ャ ン 詞 向 を 変更 で きよ す 。 
再度 スキ ャ ソン する 時 の スキ ャ ン 方 向 は . 志 後 に 操作 し た 方 向 
に な り ま す 。 

・ ス キャ ン は MONI 以 外 の キー で 醍 除 で き 計 す 


[参考 タイ マー スキ ャ ン と ビジ ー ス キャ ェ ン は セッ トモ ー ド で 朗 
定 し ます 。( | 68 ペー ジ ) 


還 VFD ス キャ ン 
1 . で う キー を 押し て VFO モ ー ド に し ます 。 


2. ぐう キー を 約 2 秒間 押し 続け ます 。 


スキ ャ ン が 開始 され 、 最 輝 に 洪 作 し た 方 向 へ チャ ン ネ ルス テッ 
プ 単 倫 で スキ ャ ン し ます 。 


5 ら キー ロッ ク 機 能 」 
で ウキ ー を 約 2 秒 課 玉 し つづ け て 、 キ ー ロ ッ ク 能 の 


3. ダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 す と アッ プ 方 向 に スキ ャ ン し 、 


反 時 計 方 向 に 回 す と ダウ ン 方 向 に スキ ャ ン し ます 。 NIR 
4. ス キャ ン を 止め る に は 、MONI キー 以外 の キー を 押し | ・ キー ロッ ク 時 は 、 デ ィ ス プレ イ に O_m マー ク が 点灯 し ます 。 
ます : ・ キ ー ロ ッ ク 時 で も 、PTT、LAMP、MONI キ ー、VOL. 
| SQL、 ト ー ン コー ル の 操作 が 可能 で 
還 メ モリ ー ス キャ ン 


3 トー コー ル 機 能 


1. う キー を 押し て メモ リー モー ド に し ます 送信 時 に トー ンコ ー ル 信号 を 送っ た り 、 通 話 相手 の 呼び 出し な 
ど に ご 到 用 くだ 式 い 。 

8. ぐう キー を 押す と 、 ス キャ ン が 開始 され ます 。 
- PTT キ ー を 畠 し な が ら MDNI キー を 二 し て いる 固 、 ト ー ン コ 


3. ダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 す と アッ プ 方 向 に スキ ャ ン し 、 ー ル 信号 が 送 舎 され 志す 。 
反 時 計 方 向 に 回 す と ダウ ン 方 向 に スキ ャ ン し ます 。 - トー ンコ ー ル 居 波 数 初期 値 は 1 750Hz で 、 セ ッ ト モ ー ド で 
変更 雪 馬 で す 、。 
4 スキャン を 止め る に は 、MONI キー 以外 の キー を 押し 太 プ 家 定 : 了 IGR ン 周 


ます 。 刺 、 


5.4 チャ ン ネ ルネ ー ム 機能 . 


メモ リー モー ド で 言 没 移 表 示 の 代わ り に 任意 の 文字 . を 静 
示す る 機能 で す 。 
チャ ン ネ ルネ ー ム を 設定 で きる の は メモ リー チャ ン ネ ル と コー 
ルチャ ン ネ ル で す 。 
メモ リー に 守 さ 込み が され て いな いと 、 こ の 機能 は 勤 企 し ます た,。 
| 文字 の 本 聞 は AーZ、 0 ココ な どの 67 種類 で す 。 


訳 設 定 方 法 


1. メ モリ ー モ ー ド で チャ ン ネ ルネ ー ム を 設定 し た い チ ャ ン 
ネル を 選択 し ます 。 


2 ぐう キー を 押 し 、 回 点 回 点 訂 中 に ぐう キー を 押 し ます 。 
ディ スプ ブ レイ 「A 」 が 宮 減 表示 し ます 。 


3. ダ イヤ ル を 回 し て 入力 文字 を 選択 し ます . 
4. で つう キー を 押す と 入力 文字 が 点灯 に 変わ り 確定 し ます 。 


AKI に 


確定 し た 文字 と 同じ 文字 が 一 つ 石 側 で 点滅 し . 入力 待ち の 状態 に 
な り 計 す 。 


5. 順 次 入力 し ます 。 
6. 入 力 中 に で ゆ キ ー を 押す と 入力 文字 が 全て 消去 され ます 。 


7.MONI、 と 2 キー、 ぐ キー 以外 を 押す と 設定 完了 と 
な り 、 通 常 表示 状態 に 戻り ます 。 


田 チ ャ ン ネ ルネ ー ム 機能 の 運用 
・ メ モリ ー モ ー で に する と 、 2 2 
チャ ン ネ ル は 、 周 波数 表示 の 虹 分 が 設定 し た 文字 、 で 表 
示さ れ ま す 。 (チャ ン ネ ル 台 号 は その まな 表示 され す 。) 


FUNCSS7I 

・ て う 》 キー を 押す と 表示 が 5 秒間 、 周 波数 表示 に 変 むら りす 。 
途中 何 か の キー が 提 さ れる と チャ ン ネ ルネ ー ム 表示 に 実り ます 。 
また 、 フ ァ ン クシ ョ ン 機 能 に 割り 当て られ た キー を 押す と 、 
その 設定 モー ド に な り ま す 。 


、、、、 訂 加 時 


23 


EE 


TJNCISED 
こう キー を 宛 し 、 上 2 
プレ イ と キー ボー ド の 眠 明 が 吉 灯 し ま 
無 操作 状態 が 5 秒 半 首 続 SS 
ます 。 
- 点灯 中 に LAMP キ ー 以 外 の 坦 住 が あれ ば 、 そ こ か ら 5 秒 其 点 
2T が 息 長 され ます 。 
- MONI キ ー を 池 し な が ら 鉛 源 を ON に する と ラン プ が 常時 点 
. 灯 汰 態 と な り ます 、 
- 常時 点灯 を 衣 除 する 場合 は 司 じ 操作 を し て くだ さい 、。 
・ 常時 点灯 伏 半 で ぐ こう キー を 拝 し 、 国 占 洒 記 に MONI キー 
を 担 す と 、 浴 洒 し ます 。 再 胡 くう キー を 押し 、 紀 京 灯 中 
に MONI キー を を 埋 す と 常 虹 点 灯 に な り 計 す 。 
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第 B 草 セッ トモ ー ド 


機 で は セッ トモ ー ド 税 使 用 し て 色々 な 機能 を 設定 する こと が 
で き 記 す 。 


6.1 セッ トモ ー ド 一 覧 


①⑬① バッ テリ ー セ ー ブ プ 機 能 の 設定 (26 ペー 
⑧ スキ ャ ンタ イプ の 設定 (LDP26 ペ ー ポ ) 
③ BEEP( ビ ー プ ) 音 機能 の 設定 (LUH26 ページ) 
④ トー ンコ ー ル 周波 数 の 設定 (LT 6 ペー ジ ) 


⑤ BCLO( ビ ジー チャ ン ネ ル ロ ッ クア ウド ) 機 能 の 設定 (LLI ら 7 ペー ジ ) 
⑥ TOT( タ イム アウ ト タ イ マー) 機 能 の 設定 (LF27 ペ ー ボ ) 


5 TOT ベ ナル ティ 機能 の 設定 (LDP27 ペ ー ポ ) 
次 世 叶 報 音 機能 の 設定 (LT SB8 ペ ー ジ ) 
デジ タル 通信 機能 の 初期 設定 (29 ペー 
⑪ 投 除 け 音 機能 の 設 (=9 ベ ペー ジ 
⑪ エン ド ピ ー の 疫 (Sg ペー ジ ! 
⑫ チャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 (30 ペ ー ジ ) 
(VFO モ ー ド 時 の み 設 定 可 朋 ) 
⑬ シフ ト 機 能 と スプ リッ ト 機 能 の 設 (HH3O ペ ー ジ ポ ) 
(スプ リッ ト 機 能 は VFO モ ー ド 時 の み 設 定 可 能 ) 
⑳⑱ シフ ト 周 波数 の 設定 (30 ペ ー ジ ) 
⑬⑮ トー ンス ケル チ 機 能 の 設定 (30 ペ ー ジ ) 
め トー ン 周 渡 数 の 設 (31 ペー ジ ) 
⑫ DCS( デ ジタル コー ドス ケル ヂ ) 北 能 の 設定 ([L 員 31 ペー ジ ) 
⑱ APO( オ ー ト バ パワー オフ) 機能 の 設定 (L 吊 32 ペー ジジ ) 
フス キャ ンス キッ プチ ャ ン ネ ル の 設 (32 ページ ) 
(メモ リー チャ ン ネ ル 使 用 時 の み 設 定 可能 ) 
⑳ BELL( ベ ル ) 北 能 の 設定 (HH32 ペー ジ ) 
⑳⑪ NFM/WFM 切 り 替 え の 設定 (HG2 ペ ー ジ ) 


6. ど ビ セッ トモ ー ド の 設定 方 法 


FUNCSET 
1.( こ う キー を 約 秒 間 押 し 続け る と セッ トモ ー ド に 入り 


ます 。 
初 期 メニ ュー は ディ スプ レイ に 「BG 一 ON」 と 表示 し ます 。 


ら .MONI キー( 順 方 向 、 また は て つう ( 逆 方 向 ) を 押し て メニ 
ュー を 選択 し ます 。 
この 状態 で は 、 モ ニタ ー 機 能 に 動作 し ませ ん 。 


3. ダ イヤ ル を 回 し て 設定 内 容 を 変更 し ます 。 


RINCSEF 

4. て つう また は MONI 以 外 の キー を 押す と 設定 完了 と な 
り 、 通 常 表示 状態 に も どり ます 。 
次 回 か ら セ ッ ト モ ー ド に 入る と 、 最 後に 所 年 し た セッ トメ ニ - 
ー が 表示 され ます 。 


E 
志 
の 
ト 
記 
| P 
" 
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イー まけ す 2 有 避 
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BL3 セッ トモ ー ド で 設定 よれ る 機能 


それ ぞ れ の 機能 に つい て 説明 し ます 。 


9 ん 売り 所 ye ピ 吉 プ 機能 の 設定 ,。 PA で へ の た かこ エー へ Ko また その) エー 


時 池 の 無 駄 な : 衝 を 壇 ぐ た め め 、 キ ー 拉 作 を し な い 状 台 や 信号 を 
受 守 し な し い 状 毅 び ら 秒 誤 以 上 続く と 、 一 定 の 多 率 で 蔵 器 を 体 止 
状態 に し . 需 油 の 消 泰和 を 六 ぐ 機能 で す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「BS 一 ON」 が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 す と 表示 が 変わ り 、 バ ッ テ リ ー セ ー ブ の 
UN OFF が 切り 替わり ます 。 


BS-ON| 一 [BS-OFE| 


工場 呈 荷 時 は ON に 設定 され て いま す 。 


・ 信 宿 を 受信 し た り 、 操 作 が お る と バッ テリ ー ゼ セー ブ 和 勤 作 は 一 
時 的 に 衣 除 ご れ ま す 。 


@. ス キ . ヤ . プ タダ 3 プ の 設定 に RW 人 あつ 中 mia どい r 
タイ マー スキ ャ ン と ビジ ー ー ス キッ ン を 切 わ 維 え ます 。 
1. デ ィ ス プレ イ に 「TIMEH」 が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 す と 表示 が 変わ り ス キャ ンタ イプ の 設定 が 


変更 され ます 。 
[mMER| 一 [Busy | 
トニー 三 


SBEEE( ビ ピーズ ) 音 機能 の 設定 
藻 作 時 に ビー プ 斉 を 中 ら す 機能 で す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「BEP 一 ON」 が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 す と 表示 が 変わ り 、 ビ ー プ 音 の ON OFF 
が 切り 替わり ます 。 


IBEP-ON| 0 BEP-OF | 


送信 時 に トー ン 信 土 を 送っ た り 、 通 語 相 手 の 史 び 出 し 等 に 簡 局 
で きる # す 


フレ イ に 「1750] が 表示 され ます 。 


・ 


5 


ら . ダ イヤ ル を 回 す と 表示 が 変わ り 、 トーン コー ル 周 波数 の 
設定 が 変更 され ます 。 
Hz) 


1750|2100=ELU-h000 ド [350| 
| 間 才 6 


アン か PV SFA 


9 BCLO(C22 チ ャ ッ ネル ロッ クズ ウ リト) 村上 


ーー ーー ガセ ンプ ェ 


の 設定 | 


1. デ ィ ス プレ イ に 「BCL 一 OF」 が 表示 され ます 。 


8. ダ イヤ ル を 回 す と 豆 示 が 変わ り 、 ビ ジー チャ ン ネ ル ロ ッ 
クア ウト 機能 の ONQFF が 切り 替わり ます 。 


ビジ ー チ ャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト が 設定 され て いる と 次 の ①⑧@③ 
の 場合 の み 送 信 が で 0 で す 。 


れ て い る 状態 で 3 ー を ON る と 秋 千 理 が : 場 り ます 
Ce 回 波 は 送信 され まさん 。 


出 信 則 が 入 感じ て いな い 場 合 。 皿 史 が 消灯 し て いる 状 襲 。 
み ト ー ン スケ ル チ 和 設定 状態 で トー ン が 一 致し て スケ ル そ が だ 靖 い 


③DCS 設定 状 志 で コー ド が 一 致し て スケ ル チ が 義 い た 湯 合 。 


LTOT( タ イム アタ ウト タイ マテ) 機能 の 設定 ae 
送信 が 連続 し て 一 定 の 匿 較 以上 迄 いた と 寺 . 扉 勤 的 に 送信 を を 祝 
止 ご せる 機能 で す 


1. デ ィ ス プレ イ に 「「ー OFF」 が 表示 され ます 。 


どら . ダ イヤ ル を 回 す と 表示 が 変わ り 、TOT 時 江 ( 秒 ) の 設定 が 
変更 され ます 。 
TCT 時 癌 は 最長 450 秒 まま で 設定 で きま す 。 


roEFI 一 [F30| 一 [Fe0| 一 正 90 一 … [エコ 50| 
| 加 還 演 ia / 


・ 連続 送信 時 間 が 設定 され た 虹 問 を 超過 し た 場合 、 タ イム アッ 
プ の ら S 秒 前 に 無効 音 だ が 鳴り 、 生 線 撲 は 委 動 的 に 受信 状態 に な 
り ま す 。 こ の 場合 一度 PTT キ ー を OFF に し な いと 次 の 操 
作 は で き 天 せん 。 

・TOT ペ ナル ティ が 設定 され て い 人 る 場合 に は 、 説 定 さむ だ 時 商 
内 に 再度 PTT キ ー を 押し て も 送信 で ざま は ん 。 


ゆ ② TOT ぶ ペ ナル テ デ テ . そ 機能 の 設定 の 2 て OU 
TOT 設定 持 に 当 動 共に 送信 が 優 停止 し た 後 、 設定 ご さむ た TOT ペ 
ナル ティ 時 間 内 に 送信 を 禁止 する 機能 で す 。 

1]. ディスプレイ に 「TPー OFF」 が 表示 され ます 。 


5. ダイ ヤル を 回 す と 表示 が 変わ り 、TOT ベ ナル ティ 時 間 
( 秒 ) の 設定 が 変更 され ます 。 


思 還 = し mー… っ [ュー…ー[ 豆 5] 
3 


EC 攻 間 中 に FIT キー が お が 提 され た 坦 合 は 、 デ アラ テー 
昔 が で ます 。 

1DT 時 間欠 了 後 PTT キ ー が 提 さ れ 続け た 場合 は 、 ベ テル ティ 

動作 を 肖 共 し ます 。 


2 ア 
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⑧ 次 牙 克 報 機能 の 設定 =。。。、、。。 


隻 機 が 盗難 ご これ か が か が っ た と き ぎ 、 スピ ー カ ー か ら 合 報 寺 を 発生 す 
る 携 能 で す . 

次 の よう に 接続 し た 3.5 の デラ ー ム 月 ケー ブル を 記 体 の SP 端 
に 差し 込み 、 こ の プラ グ が 引き 抜か れ た と き に ピー と いう 警 
告 音 を スピ ー カ ー か がら 出 汽 し ます 。 


GN9 
3. ゅ ステ レオ ブラ グ を 
ご 生 用 くだ さい 。 
また 、 中 央 部 と GND 部 守 
必ず 近 続 し て くだ さい 。 


年 し 込み ます , 


アラ ー ム 用 の ケー ブル を SP 端 子 に 
ら . 本 体 の 電源 を 入れ 、 セ ッ ト モ ー ド で 「SCR--ON」 に 人 台 
わせ ます 。 


3. ダ イヤ ル を 回 す と eaWN が 変わ り 、 次 難 著 報 音 機 衣 の 
ON OFF が 切り 替わり ます 。 


定 を 完了 し 、 ぐ う キ ー を 押し 、 電 源 を 切り ます 。 
人 の 提 和 和 有 人 


隊 な 


5. プ ラグ を 引き 抜か れる と アラ ー ム が 鳴り 出し ます 。 
3 場合 、MONI キ ー を 押し な がら. 
くう キー を 押す と 電源 が 切れ ます 。 


4 


6. ア ラー ム 時 に 、 メ モリ ー 89 に メモ リー が 入っ て いる と 
き は 、 メ モリ ー898 で 受信 状態 に な っ て いま す 。 
メモ リー ヨ 98 が 書き 込ま れ て いな ご れれ ば 、 吉 泌 を 妃 る 前 の 受信 
チャ ン ネ ル で の 受信 状態 に な っ て いま す 。 
この 状態 で 、 ス ケル チ が 開け ば アラ ー ム を 般 除 し 、 身 常 の 受信 
状 騰 に な り ま す 。 


隊 国 あら か じ め 受信 チャ ン ネ ル で は 祭 信 人 状態 で スケ ル チ を 
層 じ る よう 設定 し て くだ さい 。 ま た 、 不 要 な 信号 で アラ 
ー ム か が 肖 除 され な いた め に 、 ト ー ン スケ ル 了 か DCS の 
併 月 を お すす めし ます 。 


③ 妥 及 多 ル 通信 機能 の 初期 議 Saoroaeaspemes 
テン タル 開放 を 下 用 する 天 は 「EXPー ら に だ 


定 し て 下さい)。 
本 な 操作 が な く な り ま す 。 出 答 時 に は 「EXPー3」 と な っ て お 
表す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「EXP-3] が 表示 され ます 。 


ら 2. ダイ ヤル を 回 し て 「EXP-3」 を 「EXP-2」 に 変更 し ます 。 


[LExr3| 一 Ex | 


⑩, 敷 除 は 音 機能 の 設定 。。。。 


* は ヒマ プロス 


本 機 ス ビー カー か ら 表 の 嫌がる 起 音 波 を ビビ する 機能 で す 。 


56 たい すさ と 0 な て UN コイ こつ て 1 


]. デ ィ ス プレ イ に 「MHS -- OF」 が 表示 され ます 。 


28. ダイ ヤル を 加 す と 表示 が 変わ り 、 披 除け 音 機能 の ON 
OFF が 切り 替わり ます 。 


MRS-OF 


ー [MRS-ON| 


・ MRS を 設定 し て も 通常 運 手 に で きま す 。 

・MHS が 設定 され る と 営 に 超 音 波 を 出力 し て いま す の で 震 花 
の 運 且 時 訓 は 若干 坦 く な り ま す 。 

・ 理 定 の 解除 は セッ トモ ー ド で 「MRS OFI に し て くだ さび し 1。 


医 語 由 虹 中 に は 数 千種 類 や の 四 が 生 近 し て いま す 。 そ その た め ぬ 、 
下 の 中 に は 本 機 の 起 音 渋 を 嫌がら な い 下 や お り 、 そ の 下 
に は 効果 が な いこ と ちあ り ま す 。 


⑪. エ ンド ビー の 設定 . ンー よこ (こそ tm で に つ へ の 


交信 培 に 、 会 話 の 区 切れ を わか りや すく する た め に 、 送 憎 終 了 
折 に 受信 赦 に 「 ピ ッ 」 と 登 を ら し て 送 講 の 終わ り を 伝え る 機 
能 で す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「EDPーQF」 が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 す と 表示 が 変わ り エ ンド ヒー の 0N OFF 
が 基 り 替わり ます 。 


[| EDP-OF | 一 IEDE-ON 
ーー 


工場 出荷 時 は 、OFF に 設定 され て いま す 。 


E 
回 
ト 
志 
1 
ド 
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⑱ チャ ン ネル スズ の) ネ プ の 設定 AI の 


ーー ーー つこ ーーー ーー ーーーーーー… で 


CA こい ぱ こつ いい より ここ いこ 


ダイ ヤル を 1 クリ ッ ク 可 すご と に 、 一 定 の 周波 数 で 増減 する 機 
壱 で す 。 (庶流 時計 回 り で 販 吉 、 反 早生 臣 の で 減少 し ます 。) 


1. デ ィ ス プレ イ に 「STP- 20」 が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 す と 、 テ ャ ン ネ ルス テッ プ が 次 の よう に 切 
り 替 わり ます 。 
(kHz) 


BE- 列 BPI5T- 鹿 TP PF -sTP- 
MOB 才 | 


E』  VFU モ ー ド 使用 時 の み 疫 定 で きま す 。 
・ ス テッ プ 窒 を (5kHz、 10 ロ kHz、15kHz、2OkHz、 
3dOkHz) か が から (1 82.5kHz、25kPz) の いずれ か に 変更 し 
た り 、 そ の 逆さ に 変更 する と 、 秋 更 完了 時 の 央 波数 と 
ジ シフト 肖 が 補正 され る こと が あり ます 。 


: 受 告 周 小数 に 対し て 、 送 信 居 波数 を ずら 
て 因 記 する 蔵 能 で す 。 
: 杜 示 され て いる VFO 周 波 致 で 受信 し 、 
8 VFC 駐 当 球 で 送信 する 機能 
* 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「SFD 一 OF」 が 表示 され ます 。 


・ ス プリ ッ ト 機 能 


ダイ ヤル を 回 す と 次 の よう に 切り 替わり ます 。 


ー 受 示 十 喜 示 ! 表示 


[SFD-OFH4SED- 一 一 ISFD-+| 一 | SPLT 
ーー 


を スプ リッ ト 擬 態 は VFO モード 使用 時 の み 設 定 で きま す 。 


ーー ニー ツー ーーー ニーーーーーーー ーーーーーーー - 


お る 周波 数 で 受信 し た 信号 を 別 の 周波 数 で 選 送 信 す る と き の 、 
2 つの 周波 数 の 送 を 設定 する 機能 で す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「O.600」 が 表示 され ます 。 


ど . ダ イヤ ル を 回 す と 、 シ フト 周波 数 が ] チャ ン ネ ルス テッ 
プ ず つ 可 変 し ます 。 


初期 設定 信 は VHF : CIEMHz、UHF : 5.OMHz で す 。 


4 グ / ル チ 機 能 の 設定 で て OUR て だ かつ で キー トト 1 < く 


特定 の 局 と 交信 する 場合 に は 、DCS 痛 態 また は 、 トー ンス ケル 
テ 機 能 を 光 用 し ます 。 

トー ンス ケル チ 機 能 は 、 目 司 で 設定 し た 39 種類 の トー ン 滞 波 
康 が 、 相 手 の ト ー ン 周波 数 を 受 言 し た と き に 一 致し と いれ ば 、 
スケ ル チ が 開く 機能 で す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「TN 一 OFF」 が 表示 され ます 。 


どら . ダ イヤ ル を 回 す と 次 の よう に 切り 替わり ます 。 
紹 表示 M/EIm] ネ 


lmN-oFE: 一 [TN-ENc| っ [TN-TSG] 
| 


・ 馴 の み の 点灯 は 、 エ ンコ ー ダ 機能 の 設定 で す 。 

・ 馴 還 W】 の 点 結 は 、 エンコーダ ン デ コー ダ 和 機能 ( ト ー ン スケ 
ル チ ) の 設定 と な り ま す 。 

・ トー ン 周 波数 表示 中 も モニ ター 北 能 が 働き ます 。 

・ ト ー ン 周波 数 の 役 定 に つい て は 次 を 参天 し て くだ さい 、、 


トー ン エ ンコ ー ダ 週 波 迷 と 、 ト ー ン デコ ー ダ 周波 数 と を 別々 に 
設定 する こと が で きま す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「B8.5」 が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 し て 、 ト ー ン 周波 数 を 変更 し ます 。 

トー ン 周 波 到 は 、 次 の 39 個 か ら 選 天 し 示す 。 

E7 ご SE9G 719 744 77G 797 8E5 854 8B8: 31.5 
Es48 374 1030 1CG5 1072 105 148 1188 1230127.3 

12 2 136E 1413 1482 151.4 567 622 18679 17G8 179.9 
IF6.2 199E 2JGE 2127 218.1 8857 2336 2418 2E03 (HH) 
・ 台 表示 状態 で ニン コー ダ 周 波数 を 訟 更 す る と . 当 季 的 に デ 
コー ダ 周 波数 も 司 じ 値 に 変わ り ま す 。 

・ 馴 回 ml 表示 状態 で 局 波 致 を 変更 する と 、 デ コー ダ 周 波数 の 
み 変 記さ べ され ま す 。 (エン コー ダ デ デ コー ダ を 異な だ っ た 周波 数 で 
設定 で きま す 。 ) 

・ 初期 設定 は 「88.3」 で す 。 


秩 定 の 局 と 交信 する 場合 に は 、DCS 機 能 ま た は .、 トー ンス テル 
テ 幾 能 を 條 店 し ます 。 

DCS 機能 は 、 当 局 で 設定 し た 104 逢 参り の デジ タル コー ド が 、 
相手 選 の デジ タル コー ド を 受信 し た と き に 一 致し て いれ ば 、 ス 
ケル テ が 開く 機能 で す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に DCS - OF」 が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 し て 、DCS コー ド を 変更 し ます 。 
DCS 表示 


[pcs-oF| 一 [623] 一 055 一 [92|… 上 55 
人 


じ CS コー ド は 、 容 の :04 憧 類 か ら 翼 択 で きま す 。 

023 085 O2E _ 031 0O38 03E 043 047 05】 053 
054 0:5 071 07g 0G73 074 1: 3 
125、 上 81 
IS5_ 172 174 
245 24E 251 252 255 261 E63 265 268 221 
g74 。 30B ご 11 315 225 331 332 323 246 351 
355 364 cG65 371 415 48 413 13 こ 
5 446 4S2 454 4E5 462 4E4、 465 466 50: 
S06 SIE SE23 SeE SE2 5S46 Se5 606 61I8 624 
627 831 E32 654 BSE2 664 753 2718 783 231 
732 734 743 554 


・ 受 信 し た コー ド が 設定 し た コー ド と 一 致し た と き . スケ ル 地 
が 解除 され ます 。 
・ 初期 設定 は 「OB23」 で す ., 


DCS 機能 と トー ンス ケル チ 和 機能 を 同 半 に 使用 する こと は 


で きま で ん 。 


| 参考 DCS の DET 動作 変更 
DCS 設 定時 、 送 祝 蔵 出 の 交 庄 度 に よっ て は 記 つ て ステ ナル 
ナチ が 閉じ て し まう コー ド が まれ に 起こ り ま す 。 
その 場合 は 、「DCS OF』 表示 の と 守 ダ イヤ ル を 回 し て 
「OCS OF」 表示 に し て むら DCS を 朋 定 し て くだ さい 。 
(この 設定 は 昔 メ モリ ー に も 書 寺 込ま れ す ) 
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ee ター ニュ ニート ーーー ニー 


源 スイ ッ チ の 切り 忘れ に よる 電池 の 消耗 を 防ぐ 機能 で す 。 
]. デ ィ ス プレ イ に 「APQー OF] が 表示 され ます 。 


2. ダイ ヤル を 回 す と 表示 が 変わ り 、APO 機 能 の ON ン 
OFF が 切り 替わり ます 。 
APO 表示 


APO-CH 一 APG-oN 
APO が 点灯 し て いる と ざき 、G30 分 習 無 操作 状 肖 が 続く と 、 ビ 
ー ブ 音 が 路 じ 当 動 的 に 無線 機 の 埋 演 が 切れ ます 。 再 ご 電源 を 
れる に は 、 も う 一 度 電 源 ス イッ テ を ON に し て くだ さい )。 
AFO は 信号 が 入 感 し て 延長 され ませ ん 。 キー 決 衝 の み 
で 延 朋 べ され ます 。 
⑲ スキ ャ ルン ンス キップ チャ ン ネ ル の 設定 SSCac そう 
スキ ャ ンズ キッ プチ ャ ン ネ ル に 設定 され だ た メモ リー テ ャ ン ネ ル 
は 、 メ モリ ー ス キャ ン 時 に スキ ャ ン の 対 銀 か ら 外 ご れ ま す 。 
1. デ ィ ス プレ イ に 「SKP - OF」 が 表示 され ます 、。 


ら . ダ イヤ ル を 回 す と 表示 が 変わ り 、 ス キャ ンス キッ プチ ャ 
ン ネ ル の ON OFF が 切り 替わり ます 。 
SKP-OF| 一 |SKP-ON 
10 導 5 
・ 大 択 中 の メモ リー チ テ チャンネル が スキ ッ プ テ チャン ネル に 設定 で 
きま す 。 選 一 操作 で スキ ッ プ チャ ン ネ ル 朋 除 を 確定 し ます 。 
・ ス キッ プ テ ャ ン ネ ル が 設定 され た メモ リー チャ ン ネ ル は 
10MHz デ ジマ ルポ イン ト が 点灯 し ます 。 
メモ リー チャ ン ネ ル 使 必 時 の み 設 定 で きま す 。 
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間 LBELL( ベ ペル ) 機 能 の 設定 。。 


拒 手 局 か ら 区 び 出 され た こと を ベル 童 で 知ら せる 機能 で す 、 


SA パイ ーー つ へ 


1. デ ィ ス プレ イ に 「BEL 一 OF」 が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 す と 表示 が 変わ り BELL 機能 の ON.ZOFF 
が 切り 夫 わ り ま す 。 


BEL-OF| 一 [BEL_ONI 
1 


旨 号 を 受信 する こと 「BELL」 が 点滅 し 、 ベ ル 才 も 現 り ます 。 い 
れ か の キー を 押す と BELL 機能 が 解除 され よ ます 。 


ONEM/WEM 切り 替え の 設定 。。 
NFM と WFM を 切り 替え ます 。 


本 


KC 


1. デ ィ ス プレ イ に 「WIDE」 が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 す と 家 示 が 変わ り 「NARHODW」 に 変更 さ 
れ ま す . 
wDE| つ INARROw| 
人 ニュー ュ リ 


本 婁 ナロー 持 は . 送信 時 の 変調 も ワイ ド の 半分 に な り ま す 。 


第 フ 章 クロ ー ン 機能 と パケ ッ ト 通 信 


クロ ー ン 尼 能 と た は. ら 台 の 無線 機 を ケー ブル で 援 続 し 、1 台 に 
設定 し て いる 情報 ( ぶ モ リー デー タ を 含む お ) を 他 ( 受 け 側 ) の 無 筆 機 
に 転送 し て コピ ー す る 提 能 で す 。 


国法 続 方 法 
- 妥 の よう に 、 送 り 側 お よび 受け 側 の 外部 スピ ー カ ー 端 子 ど う 
し を 市 孤 の 3.5 の の ステ レオ ミニ ブラ グ コ ー ド で 授 続 し ます 。 
・ ケー ブル の 援 銃 は 必ず 友 価 の 霊 源 を OFF に し た 状態 で お こ な 


っ て くだ さい 。 
送り 側 受け 側 
近 張 援 の SF 無線 油 の SP 
靖子 へ 欄 引 負 子 へ 拓 続 


・ 厳 続 し た ら 両 機 の 辻 源 を ON に し て で ください:。 
還 デ ー タ を 送る 側 の 操作 
1.MONI キ ー を 押し な が ら PTT キ ー を 3 回 押し ます 。 


ディ スプ レイ に 「CLUNE」 が 表示 され 、 ク ロー ン モ ー ド に な 
り ま す 。 


. こ の 状態 で PTT キ ー を 押す と ディ スプ レイ に 「SD ** | 
が 表示 され 内 部 の 設定 情報 を 相手 の 無線 機 に 転送 し ます 。 


7 ツル 


レー 半 還 し コ 


1 
747 放 放 枚 


づ . 転 送 が 完了 し た ら 「PASS」 を 表示 し 、 転 送 完了 し ます 。 


4. 一 度 宣 源 を OFF する と クロ ー ン モー ド は 解除 され ます 。 


デー タダ が 正 次 に 転 基 ご れれ なか が っ た 場合 は ディ スプ レイ に 


「PASS」 は 表示 され ま ビ ん 。 
等 度 、 地 順 ] な ら や り 吾 し て くだ さい 


硬 デー タ を 受け 取る 側 の 操作 


1. 送 信 側 か ら デ ー タ が 送ら れ て くる と ディ スプ レイ に 


ILD ***」 が 表示 され 転送 され ます 。 


ss 


* こ ー 
デー 


商 悦 了 テバ 定 
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ら . 転 送 が 完了 し た ら 、「PASS」 を 表示 し 、 転 送 売 了 し ます 。 


9. 本体 の 電源 を 芝 り ます 。 


デー タ が 正寿 に 転送 べ か が な が っ 記 場 合 に ディ スプ レイ に 


「PASS] は 家 示 され ませ ん 。。 


この 場合 、 送 信 側 か ら 送 り 存 すか 、 受 信 側 の セッ ト を リセ ッ ト 


し て くだ さい 。 
その まま 受信 帰 の セッ ト を 使用 する と 説 作 勤 する 場合 が あり まず 。 


| ・ 冶 続 ケ ー ブ ル は 、 内 民 抵 抗 の な い 直 結 ダ イン を 使用 し 


て くだ さい 。 


・ ク ロー ン 機 能 で デー タ 監 送 中 に 何 か が キー を 押す と 、 デ 
ー タ 転送 が 中 断 さ れ ま す 。 転送 を 密 開 する と き は PTT 


・ デ ー タ 転送 中 は ケー ブル を 抜か ない で くだ さい 。 ケ ー 
ブル が 抜け る と , 送信 側 の ディ スプ レイ に 


「COME ヨ BH」 と 表示 され . デー タ 転 送 が 中 断 さ む ま す 。 


・ ク ロー ン 機 能 を 使 友 し て デー タ を 転送 する と 、 受 け 件 
の デー タ 肉 容 は すべ て 送り 全 の デー タダ 内容 (に 置 土 瑛 わ 
っ て し まい ます 。 受け 出 に デー タ が だ ある 場合 に 注意 し 


て くだ さい )。 


ア ら 2 バケ ッ ト 通 信 8 
パケ ッ ト 通 信 と は パソ コン と TNC を 利 必 し て 送受 信 の 江 作 を す 
る デー タ 通 信 の ひと づつ で す 。 


畔 バケ ッ ト 通 信 の 接続 


本 機 で パケ ッ ト 通 信 する こき に . 次 の よう に 接続 し て くだ さい 。 

バケ ッ ト 通 信用 TNC( 付 属 装 置 : Tsrminal Node COntroller) 

の 各 端 子 と 接続 する と き は 、 本 佑 エ 面部 の SP 端 子 に 3.5 ゅ プ 

ラグ 、MIC 負 子 に 2.5 ゅ の 小型 プラ グ を 使 庄 し て くだ さい )。 

入力 レ ベル の 調 厩 : 本 機 の MIC 凝 子 に は 入力 レベ ル を 調節 す 
る 機能 は あり ませ ん 。 TNC 語 で 入力 レベ 
ル を 旋 節 し て くだ さ し \。 

- 出 力 レ ベル の 調 新 : SP 端 子 か がら の 出 記 レベ ル は 本 体側 の ボリ 
ニー ムツ マミ で 調節 し て くだ さい )。 


葵 バケ ッ ト 通 信 の 溢 技 の 仕方 


3. ト の PEG 
5SP -oー レ 
Gi T 
MC 2.5FLJG 10 ら チ 
ー リ ー こ ー ご 
5.0V プ Wvo へ wpl 用 
CN て = 


5.0V 


内 部 の 5 ソラ イン か ら 1000 の 抵 抜 を 通し て 電王 が 供給 れ 
ます 。 


諾 馬 TNC と バ ソ コン な どこ の 全 続 方 法 は . TNC の 到 り 扱 
い 説 明 副 に し た が っ て くだ さい 。 
また 、 パ ソコ ン 、TNC、 本 提 と の 距離 が 近 す ぎる とこ 、 
ノイ ズ を 受け る こと が あり ます 。 そ の 場合 は で きる だ 
け 離 し て お 使い くだ さい 。 
・ パ ケッ ト 通 信 を お こ な う と き に は バッ テリ ー セ ー プ 機 
能 を OFF に し て くだ さい 。 
・ 相手 局 の 周波 数 を ご 次 認 く だ さい 。 
・ 周波 数 が ずれ て いる と 、 リ トラ イ に 数 が 多く な り ま す , 
・ 1200bps 以 下 で ご 使 月 くだ さい 。 


第 B 章 デ テ ジタル 通信 機能 
.1 デジ タル ユニ ッ ト (EJ-47U) の 取り 付け 方 
(オブ ショ ン の デジ タル ユニ ッ ト EJ-47U が 必要 で す 。) 


1. 電源 を 切り 、 バッテリー パッ ク を 本 体 か ら 取 り 外し ます 。 
([H 10 ペ ー ジ ) 


ら 2. 本 体 裏 側 の ネジ を 取り 外し 、 カ バー を 取り 外し ます 。 


3. 図 の よう に デジ タル ユニ ッ ト の 左側 の 出 っ ぱ て いる 部 分 か ら 
で きる だ け は 水平 に 差し 入れ 、 ユ ニッ ト を 中 に 落と し 込ん で か 
ら 碁 板 を 押さ えて コネ クタ ー を 差し 込み ます 。 


4 取り 外し た カバ ー を ネジ で 固定 し 、 取 り 付 け ま す 。 
還 語 セッ トモ ー ド に て デジ タル 通信 機能 の 初期 設定 を 行っ て 下さ 
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=h< キ ーー 
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草 保守 ・ 参 考 


9.1| 改 障 こ お 巻 え に な る 前 に 


次 の よう た 汗 状 は 故 加 で は あり まま せん の で 、 よ く お 雅 か が め に な っ て くだ さい 。 
処 汗 を し て も 固 常 が 続く と きよ は 、 リ セッ ト を する こと で 症状 が 回 復 す る 場合 が あり ます 。 


上 は 原因 で SS 3 

が : ッ テ リ ー バ ッ ク が 脱 不良 を お こ し て いる 。 バッ の テリ の 拓 の と く 。 5 
嘩 泡 が 消 友 し て いる 。 花 唱 を お こなつ うつ 。 ま た は 乾 重 池 を 新 呈 に 取り か える 。 
POWE ヨ キー を 1 秒間 押し 続け る 。 

山 切 な 井 肝 に 設定 する 。 

適切 な スケ ル テ に 設定 する 。 

トー ンス ケル テ を 解除 する 。 


辻 源 を 入 た て も 、 デ ィ ス プレ イ に は 何 も 表 示 
され な も 1。 


POWER( 電 浸 : エ ー を 矯 す の が 早 す ぎる 。 
芋 早 が 低 す ざる 。 


スケ ル テ レ ベル が 高 本 寺 る る 。 
トー ンス ケル チ が 葬 い て い 錠 。 


スピ ー カ ー か ら 二 が 出 な い 。 


受信 昔 が キャ ッ チ が で きき なし 
DCS が 働い て いる 。 DCS 和 を 和 解 除 す る 。 
FTT キ ー が 畠 れ . 送信 状態 に なこ て いる 。 FTT キ ー を 呈 す 。 
周波 数 示 が 異 放 に な っ て る 。 CPU が 己 作 勤 し て いる 、 外部 夫 源 及び バッ テリ ー パ ッ ク を 反り 外し 、10 抄 以上 待 -: そ 
が ら 取 り 付 ける .。 それ で も 解決 し な いと ぎら ふ 、 リ セッ ト す る 。 
スキ ャ ン が で きき な い 。 スケ ル チ が 開い で いる 。 スケ ル チ を 雑音 の 消え る 潤 置 に 設定 する 。 


キー ロッ ク が 股 定 交 れ て い つや 。 
コー ル モ ー ご に な っ で て 


キー ビッ ク の 設定 を 解除 する 。 
VFO モ ー ド . また は メモ リー モー ド に 切ら 琶 える ,。 


周波 、 メ モリ ー テ ョ ン ネ J ル LNC. が 配り 品 わ ら な し も 


キー に こよ る 江 作 が で き な い 、。 キー ロッ ク が 遇 MEG てい: ! 人 る 。 キー ロッ ク の 設定 を 解除 する 。 
レビ ピー ター 央 能 が 使用 で き な い )。 レビ ー タ ー を 使う た め の 役 志 が 間違っ て いる 。 | レビ ー タ ー の 設定 完 胡 認 す る 。 
送信 が で き な い . 


電池 が 消耗 し て いる 。 充電 を お こよ うっ 。 ま た は 乾 言 池 を 新品 に 下り が える 。 


送 周 する ど と. 表示 が 点 減 し た 消え | こり す る 。 


PT「 キ ー が 迄 実に 拝 さ れ て いな い 、 

オフ バン に [- な っ て いる 。 (シフ ト 設 定時 ) 
周 当 致 が 違っ て いる 。 

軍 池 が 消 先 し て いる 。 


PTT キ ー を 確実 に 押す 、 
送 便 周波 数 の 範 同 内 で 送信 する 。 
| 相手 局 の 周波 数 と 正しく 合わ せる 。 
| 寺本 を お こ な う 。 ぶた に 乾電池 を 新品 に 取り か える 。 


| リセ ッ ト す る と 、 交 種 の 設定 内 傘 が 工場 出荷 時 の 初期 値 に 戻り 
ます 。 


1. く こう キー を 押し な が ら ぐう キー を 押し て 電源 を 入れ 
ます 。 
2 ディス ブレイ に すべ て の セグ メン ト が 表示 され た 


! らく ぐう キー と で キー を 可 し ます 。 


層 期 状態 の VF う モー ド に な り ま す 、 


尋 工 場 出荷 時 の 初期 倫 
VFOQ 周波 麗 VHS 145.J00MHz 
UHF 438.000MHz 

| CALL 周波 数 VHS ] 45.000MHz 
UHF 433.000MHz 
| 入り 下 ま ャ ン ネ ル 数 0 一 SGch( 1 ロロ ch) 
O 
1 スケ ルチン レベ ル 0 
バッ テリ ー セ ー ブ ON 
スキ ャ ン 記 開 条 件 IMER 
コ EEP( ビ ー プ 斉 : ON 
( トー ンコ ー ル 周波 数 1750 
| ビジ ー チ ャ ン ネ ル ロ ッ クア ウト OFF 
TCT( タ イム アウ ト タ イ マー) DFF 
“ TOCT ベ ナ ル ティ OFF 
! 生生 GFF 
( ジタル 通信 機能 の 設定 値 EXP-3 
除 普 OFF 
エン ド ピ ー CFF 
チャ ン ネ ルス テッ プ ら UkFz 
シフ ト OFF 
1 シフ ト 周 波数 皿 "VHF 0.6MHz 
| UHF 5.0MHz 
| 


トー ンス ケル チ り FF 
トー ン 居 波 牙 88.5Hz 
デジ ンダ ルル コー ドス ケル チ OFF 
ガー ドル ウー オフ OFF 
BELL( ベ ル ) OFF 
NEMZWFM の 切 倫 え WIDE 
送 填 パワ ー LOW 


EBP-5ON 
EBP-51N 


EDH-30 
EDC-36 


EDC- ヨ 7 
EDC-43 
EDC-8/J 
EDC-98 
EMS-S 
EME-6 
EME-1g 
EME-13 
EME-15 
EME-17 
EME-20 
ESC-36 
EJ- 人 4ZU 


3 オプ ショ ン 一 覧 


ニッ ケル 水夫 バ ッッ テリー バック 
(DC9.BV 7dOmAh) 
ニッ ケル 水 束 バッ テリ ー パ ボック 
(DC9.6V 1500mAh) 
東宮 池 ケ ー ス 
アク ティ プ フ ィ ルター 付き ぎ き シ ガー ライ ター ケー プ 
ルル (OC182V 和 ) 
基地 局 月 BC ケー ブル (DC12V 系 ) 
郵 宮 届 シ ガー ライ ター ケー ブル 
如 速 充 圭 吾 
入 易 充電 庄 ( ウ ォ ー ル チャ ー ジ ャ ー) 
スピ ー カ ー マ イ ク 
プチ 型 イ ヤ ホ ン 
VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト ( ヘ ッ ド ホン タダ イブ) 
VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト ( イ ン ナ ー ダ イプ ) 


VOX 信 き タ イ ピ ンマ イク 
イヤ ホン マイ ク 

イヤ ホン マイ ク 

ン ソフト ケー ス 

デジ タル 通信 ユニ ッ ト 


づ / 


き 
ビ : 


9.4 申請 書 の 書き 方 


人 去 機 は 「 技 術 基準 適合 証明 ]」 を 受け た 機械 で す 。 

トラ ン シ ー バ ー 本 体 : こ 店 られ た 「 技 術 基準 適合 証明 ラベ ル 」 に 
軒 明 番号 が あり 示す 。 (次 号 は 無線 滅 ご と に 異な り ま す 。) 
信 機 を TNC な どの 付属 装置 を 付け な いで ご 使 用 に な る 場合 は 、 
技術 時 準 適合 証明 送受 信 機 と し て 申請 で きま す 。( 付 属 振 置 を 付 
ビ る 場合 は 次 の ペー ジ を 参考 に し て くだ さい 。) 


〒 
回 


技術 基準 適合 証明 シー ル 


KN ネ ※ ま ※ ポ 
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置 技術 準 適合 証明 で 甲 請 する 場合 
旬 無 線 司 事項 書 双 び 工事 設計 因 


で 本選 する 周 表 付 の 科 田 、 ご で 寺 僅 カ . 偽 波 のび 虹 式 


の 彰 
床 認 誠 の 坦 紀 


*1 「144M]「430M」 と 行 を 分 け て 記入 し ます 。 

* ど 144MHz 替 は 「10」、 43CMHz 電 は 「10] と 記入 し まま す 。 
* 3 技 適 証明 シー ル の 玩 術 基準 適合 証明 秒 号 を 記入 し て くだ さい 。 
ま 4 記入 を 省略 で きま す 。 

* ら 使用 @ る 空中 線 の 型式 を を 記入 し ます 。 

*6 「B 無 ]」 に ひい を つけ ます 。, 

ま ブ 添付 を 省略 で きま す 。 


一 保障 認定 を 受け て 甲 請 する 場合 

「 ア マチ ュ ア 局 の 無線 設 濃 の 宮 軍 癌 定 ] の 「 使 用 する トラ ン シ ー- 
バー( 送 信 装 置 ⑥)] に . 技術 基準 馬 合 証明 番号 を 記入 し て くだ 
さい 1 
市 宜 の TNC 機器 友 付 ビ て パテ ケット 通信 を する 場合 は 、「W 付 冊 
装填 」 の 「 有 ] に 〇 を 付け くく だ さい 。 

た 、 喪 の 「 付 属 粗 置 ]」 に 付属 装置 の 名 格 ン 方 式 / 現 徐 、 端 考 
に 、 該 当 す る 送信 機 秋 二 を 記入 し て くだ さい >。 


1200bps_ 


ーーーwーーーーーーーーーーーー ニ ーー "ーー ーー ニー ーーーー ーー 


人 押 錠 局 事項 書 及 び 工事 設計 書 ( 宮 ) 


ゴ 当 記 私 理 誠 六 支 修 更 | 到 傘 削 符 提 二 王 宮 


EE 


※ ] 同 波数 叶 「142ZM」 「430M」 と 行 を 分 て 記入 し ます 。 
* ら 空中 線 吉 力 144MHz 帯 は 「10」 
430MHz 淀 は 110」 記入 し ます 。 

* 3 投 所 証明 シー ル の 投 酒 台 準 適合 証明 等 号 を 記入 し て くだ さい 。 
*※ 人 発射 可能 な 哉 波 の 形式 、 周 波数 の 蓄 基 

F ら 、F3 144MHz 帝 

F2、F3 430MHz 帝 

・ 変 品 の 方 式 リア クタ ンス 変調 


・ 定格 出力 SW 
・ 終身 宮 名 薄 個 数 144MHz 常 GSK29/5X 1 
430MHz 共 2SK2B75X 1 
電圧 13. ら V 


* 5 送信 空中 赤 の 型式 使用 する 空中 線 の 型式 友 記 入 し ます 。 
* 6 周波 吾 測 定 装 壮 「B 無 」 に 〇 を つけ ます 。 
* ブ 送信 機 和沙 統 図 添付 を 省 連 で きま す , 
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.5 送信 機 系 統 図 


ダブ リル スー パー へ ヘテロダイン 


IF 39.15MHz 
IF 25GKHz 


受信 沙 度 (12dB SINAD) | 15.0dE』 以 ド 


144.0C0~145.995MHz 
<30.0C0-439.995MHz 


ANT 


144.000-145.98BMHz 
144.000…145.dGSMHz 430.000-439.995MHz 


濾 折 胡 ーー デー 
-60d3B 
300mW 以 上 MA 人 XX) 
LIP 1096 下 み 8! 

| 0dBu 以 


伯 信 得 ミ ッ タク | 
際 ロー リス フィ ルター 
3A451 ロ FV 


電力 増幅 
ど ご ら K ど 97/ ら 


赴 竹 増幅 励 振 増強 励 拓 堆 内 
2SC5066Fr FCc 2SKGC74 


SC5OBbFT 


還 38VE5 VHF 約 ・.2A、UHF 准 1 .4A 
9 6VEBP.5ON 持 :/HPSS'2A. UHF SA_ 


同 巡 出力 


MIC 


ピ LL 
ご cPH31.40G 


2sCSOBBFT 


SS(W)X124(H)x4C(D)mm 


約 GBUg(EBP5ON 肢 准 苦 ) 


部 138V 時 SS5W 
EBP5CN 半 前 | VHF:4.5W.UHF:4W 


2SC506G 


430.000 一 438.895MHz 変 庄 方 式 ピ リア ワタ ンス 秋 
に SEE 
FE ー69dB 以 下 


マイ クロ ン ン ビー ダン ス 
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